
     

 

２０２０年８月９日（No19） 

      主
しゅ

日
じつ

礼
れい

拝
はい

 

司会
しかい

：山本
やまもと

潔
きよし

  奏楽
そうがく

： 松村宣
まつむらのぶ

恵
え

 

前
ぜん

  奏
そう

                    奏楽者
そうがくしゃ

 

讃
さん

美
び

歌
か

  ８５(二回)             一
いち

 同
どう

 

祈
いの

 り                   司会者
しかいしゃ

 

聖
せい

  書
しょ

  箴言
しんげん

 ９章１～１１節 

         （旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

１００２頁
ぺいじ

） 

      ヨハネ福音書
ふくいんしょ

６章
しょう

５２～５９節
せつ

 

            （新約
しんやく

聖書
せいしょ

１７６頁
ぺいじ

）司会者
しかいしゃ

 

讃美歌
さ ん び か

  １６                  一
いち

  同
どう

 

説
せつ

 教
きょう

 「わたしの肉
にく

，わたしの血
ち

」 

                 五味
ご み

 一
はじめ

  牧
ぼく

  師
し

 

讃美歌
さ ん び か

   ４４１                 一
いち

  同
どう

 

献金
けんきん

と感謝
かんしゃ

の祈
いの

り                       一
いち

 同
どう

 

主
しゅ

の祈
いの

リ ６２   

頌 栄
しょうえい

   キリストの平和
へいわ

が（1･5 ）     一
いち

 同
どう

 

祝
しゅく

 祷
とう

                    一
いち

 同
どう

 

報
ほう

 告
こく

  

 新
あたら

しく来
こ

られた方
かた

・久
ひさ

しぶりの方
かた

の紹介
しょうかい

   

【本日
ほんじつ

の集会
しゅうかい

】 

◇主日礼拝  午後２時           礼拝堂 

◇お茶の会は、コロナウイルス感染拡大防止のため 

お休みしています。 

◇第３回定例役員会 

 

 

 

 

【今週の集会】 

◇一緒
いっしょ

に聖書
せいしょ

を読
よ

み祈
いの

る会
かい

 

・８月 １２日（水) 午後７時 

コリントの信徒
しんと

への手紙
てがみ

 一１５章１～１１ 

（新約
しんやく

聖書
せいしょ

３２０頁
ぺいじ

） 

 讃美歌
さ ん び か

 ４４９、４０５  

【次週の予定】   

◇主
しゅ

日
じつ

礼拝
れいはい

 

・８月 １６日 (日) 午後２時      礼拝堂
れいはいどう

 

・聖
せい

  書
しょ

 士師記
し し き

６章
しよう

３６～４０節
せつ

 

         （旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

３９１頁
ぺいじ

） 

      ヨハネ福音書
ふくいんしょ

７章
しょう

１０～１７節
せつ

 

            （新約
しんやく

聖書
せいしょ

１７８頁
ぺいじ

） 

・分
わ

かち合
あ

い 今日
きょう

の聖書
せいしょ

の言葉
ことば

と一週間
いちしゅうかん

  

皆
みな

さんで 

・讃美歌
さ ん び か

 １７、 ４４８ 

 【来週の礼拝司会者を決めましょう】 

① 和田智子 ②広瀬秀幸  ③秋山里子  ④佐々木実  

⑤吉田公子 ⑥伊藤知之 ⑦山根耕平 ⑧岸澤恵美  

⑨高崎晋 ⑩山本潔  ⑪早坂潔 

【集会統計】 

 

 

 

 

 

 

本日の讃美歌  

♭讃美歌１６「われらの主こそは」。作詞はジョサイ

ア･コンダ－(1789-1855)。ロンドンの書店経営の父の

下に生まれ、若いときから宗教詩や讃美歌を書きまし

た。讃美歌は言葉が大切です。どんなに慣れ親しみ、

荘重で歌いやすくても、表現することばが問題です。

歌詞は救いの出来事を指し示し、信仰、思想を言いあ

らわします。この讃美歌はヨハネの黙示録19章6節

「わたしはまた、大群衆の声のようなもの、多くの水

のとどろきや、激しい雷のようなものが、こう言うの

を聞いた。『ハレルヤ、全能者であり、わたしたちの

神である主が王となられた』」にもとづくものです。

この点で旧讃美歌(54年版) は問題が多くありまし

た。是非、54年版讃美歌15番と読み比べてください。

作曲はレ－エフ.ハリソン(1748-1810)。イギリスの非

国教会系の牧師です。三拍子の壮大な讃美歌です。速

めのテンポで力強く歌うことがすすめられています。 

♯讃美歌４４１「信仰をもて」。 作詞はアメリカ

人レイ・パルマ－(1808-87)。判事の子として生ま

れ、長じて会衆派の牧師となりました。作曲もアメリ

カ人のロ－ウェル・メ－ソン(1792-1872)。独学で多

くの楽器の演奏を学び、銀行員として働きながら、教

会オルガニスト、教会音楽の指導 に務めました。 

   

 

頌栄 キリストの平和が 

１．キリストのへいわが わたしたちのこころの 

すみずみにまでゆきわたりますように 

５．キリストのゆるしが わたしたちのこころの 

すみずみに  までゆきわたりますように  

集会名 参加者 献 金 

主日礼拝 

（8月2日） 

22名 

（子1名） 

14,798円 

祈祷会 

（8月5日） 

  5名 

    

 

今年度
こんねんど

標語
ひょうご

  「ヤコブは次
つぎ

の朝
あさ

早
はや

く起
お

きて、 枕
まくら

にしていた⽯
いし

を取
と

り、それを記念
きねん

碑
ひ

として⽴
た

て、先端
せんたん

に 油
あぶら

を注
そそ

いで、その場所
ばしょ

をベテル（神
かみ

の家
いえ

）と名付
な づ

けた。 
（創世記
そうせいき

28:18.19） 
 
 
 

 

 

 

」（創世記
そうせいき

1:1） 
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            電話（FAX）0146-22-2904 
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教会創⽴ 1956 年 
 

⽇本キリスト教団浦河教会 
 

【先週の説教要旨】    「貧しい者の神」      列王上 17:8-16  
                           ヨハネ 6:22-2７ 
「貧しい者の神」 、貧乏神ではありません。貧しい者、弱い者の味⽅である神
です。聖書に登場する神ははじめから、権⼒者から貧しい者、苦しむ者を解放す
る者として⾃分を紹介しました。それが「出エジプトの神」です。その働きのた
めに呼び出されたのがモーセです。 
イスラエルの預⾔者の特⾊は権⼒の批判と権⼒からの⼈々の解放でした。エリ
ヤはその代表的⼈物です。それを象徴する出来事が「ナボトのブドウ畑の物語」
(列王上 21)です。イスラエルの王アハブはナボトに、宮殿に隣接するブドウ畑を
譲ってほしいと申し出ました。ナボトは「先祖から伝わる⼟地」を譲ることは出
来ないと断りました。アハブの弱気にあきれた王妃イゼベルは、策を弄してナボ
トを殺してナボトの⼟地を強奪しようとしました。エリヤはアハブとイゼベルを
激しく批判し、数年に及ぶ⼲ばつを神の審判として預⾔しました。古代では罪の
ない者の⾎が流されると、⼲ばつ、疫病などの災いが降りかかると考えられてい
ました。 

「サレプタのやもめの物語」(列王上 17:８-16)は、この事件を背景にしていま
す。サレプタはアハブの妻イゼベルの出⾝地フェニキアのシドンの近くにある異
邦⼈の地。海に⾯していたので⼲ばつ時でも⽔があったのでしょう。そこにひと
りのやもめがいました。彼⼥は残った最後の粉と油でパンを焼き、それを⾷べた
後、死を待つつもりでした。そこに登場したエリヤは、彼⼥に⼩さなパンをエリ
ヤのために、その後で⾃分たちのために作りなさい。そうすれば、「再び⾬を降ら
せる⽇まで、壺の粉は尽きることなく、瓶の油はなくならない。」(列王上 17:14)
と預⾔しました。やもめはエリヤの⾔ったとおりにしました。こうして彼⼥もエ
リヤも、彼⼥の家の者も⾷べ物に不⾜することはありませんでした。 
古代世界でやもめは、弱く貧しい者の極みでした。王を批判し、権⼒に追われ
るエリヤを受け⼊れ、養ったのは、権⼒にもっと遠く離れた、貧しい異邦⼈のや
もめでした。出来事は迫害を逃れるエリヤを通して、預⾔者の神がどのような神
であるかを証明しています。この神こそ出エジプトの神です。同じ趣旨がイエス
にあります。「シリア・フェニキアの⼥の物語」（マルコ７：24-30）参照。 

ヨハネ福⾳書は、⼤⻨のパン五つと⼆匹の⿂で 5 千⼈を⾷べさせたイエスこそ、
命のパンであると教えます。しかしモーセのパンにこだわる⼈々はそれを受け⼊
れることが出来ません。出来事のしるしの意味を理解できないからです。イエス
が与えるパンは、イエス⾃⾝です。イエスに倣い、貧しい者、苦しんでいる者と
共になること=⼈としてのが、いのちの糧です 

 
  
 

   


